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論文 
１．研究目的 
人と自然環境との関わりが非常に重要であるこ
とは言うまでもない。特に自然活動は、日常生活
で学ぶことのできない貴重な体験をもたらしてく
れる。自然活動の一つであるキャンプは、基本的
には自然環境の中で簡便な方法を用いて生活する
ことであるが、学生を対象に教育の場で行われて
いるキャンプは組織キャンプと呼ばれ［1］［2］、自然
環境を利用しての体験活動を通して様々な教育的
効果を期待して実施されている。 
浦和大学総合福祉学部では、野外学習の教育特
性を活かして、学生の人材教育の一環として野外
でのキャンプ実習を体験させている。野外での集
団生活から共同、率先、責任、奉仕などの実践を
学ばせ、多様な自然体験の学習の中から福祉従事
者に必要とされる自己管理能力、他人に対する優
しさ、思いやりの心を体得させるように学習させ
ている。 
これまでに、組織キャンプの教育的効果につい
ては種々検討されている［3］～［5］。最近の大学生を対
象にした研究では、キャンプ体験による孤独感や
対人不安意識の減少［6］［7］を報告している。児童を
対象にした研究では、メンタルヘルスの向上、特
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要約： 
本研究では、福祉教育キャンプ実習参加学生82名（男子学生51名、女子学生31名、平均年齢18.8 
± 0.2歳）を対象に、キャンプ実習体験が学生の気分・感情にどのような影響を及ぼすのか Profile 
of Mood States（POMS調査）を用いて検討した。実習前の POMS得点は、男子学生および女子学
生ともに陰性因子である「抑うつ」得点が一番高い値を示した。実習後の「活気」得点は実習前
より高い値を示し有意差が認められた。実習前の5つの陰性気分の得点は、実習後有意に低下した。
TMD得点は、男子学生および女子学生ともに実習前より実習後に低下し有意差が認められた。実
習後のキャンプ効果得点は、男子学生および女子学生ともに「楽しさ」、「気分がよい」、「満足感」、
「達成感」、「精神的疲労」、「睡眠」および「食事」の各得点が高い値を示した。これらの結果から、
福祉教育キャンプ実習は、学生の陰性感情を低下させ陽性感情を高揚させる効果のあることが示
唆された。 
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にストレス反応の「怒り感情」、「疲労」、「不安症
状」の低下［8］［9］やメンタルヘルスパターンの「は
つらつ型」の増加［8］など、組織キャンプの効果が
報告されている。しかしながら、著者らが知る限
りでは、キャンプ体験が学生の気分・感情の変容
に及ぼす影響について検討されたものは見あたら
ない。 
気分・感情の変容の観察を行う方法として、
McNair ら［ 10］の開発した profile of mood state
（POMS）調査が良く知られている。POMSは人の
性格傾向でなく、人がおかれた条件により変化す
る一時的な気分や感情の状態を測定できるという
特徴を有している。また、POMS は精神医学、心
療内科領域では病態把握や治療効果の評価などに
応用され、その有用性は既に確立されている［11］［12］。 
そこで、本研究では、本学福祉教育キャンプ実
習の体験が学生の気分や感情の変容にどのような
影響を及ぼすのか、キャンプ実習前後の POMSの
変化およびキャンプ効果チェックリストから評価
し、福祉教育キャンプの教育的効果の一端を見い
だし、今後のキャンプ実習の内容設定に関する基
礎的資料を得ることを目的とした。 
２．研究方法 
2-1 調査対象 
本研究では、平成15年度浦和大学総合福祉学
部・福祉教育キャンプ実習に参加した学生82名（男
子学生51名、女子学生31名、平均年齢18.8±0.2歳）
を調査対象とした。なお、学生には事前に本研究
の目的および趣旨を説明し、調査の参加への同意
を得た。 
2-2 POMS 調査 
気分プロフィールの調査は、65の質問項目から
なる日本語版 POMS 検査用紙（金子書房）［13］［14］
を使用した。POMS 調査は対象者の性格傾向では
なく一時的な気分・感情の状態を緊張（不安）、抑
うつ（落込み）、怒り（敵意）、活気、疲労および
混乱の6つの尺度から測定できるという特徴を有
しており、6項目ごとに尺度得点が計算される。本
研究では尺度粗得点（POMS 得点）および標準化
得点（T得点）について検討した。POMS調査は、
実習地到着直後と3泊4日のプログラムを終了した
直後の2回実施した。 
2-3 TMD 得点 
総合的な気分の状態を測定する指標として total 
mood disturbance（TMD）を用いた。本研究では
TMDの算出法として Schacham［15］の方法を採用し
た。すなわち、活気を除く5つの陰性因子の合計点
から活気得点を引き、100を加えた数値とした。 
2-4 キャンプ効果チェックリスト 
キャンプ活動効果の調査は、前橋ら［16］のチェ
ックリストを用いた。すなわち、キャンプ実施後
に得られる対象者の主観的効果を情緒的、精神的、
身体的に区分された10項目の内容をそれぞれ5段
階の評定（大変良い：＋2点、少し良い：＋1点、
変化なし：±0点、やや悪い：－1点、大変悪い：
－2点）を行った。本調査はキャンプ実習後1回実
施した。 
2-5 統計処理 
本研究で得られた数値は、平均値±標準誤差で
示した。統計的検討は、実習前後の比較には
studentの paired t-testを行った。統計的有意水準は
すべて p<0.05とした。 
３．結果と考察 
浦和大学総合福祉学部・福祉教育キャンプ実習
の体験が学生の気分や感情の変容にどのような影
響を及ぼすのか POMS調査を用いて検討した。 
3-1 POMS 得点について 
図 1 にキャンプ実習前後（実習前後）の POMS
粗得点の成績を示し、表 1 に POMSの T得点の成
績を示した。キャンプ実習前（実習前）の POMS
粗得点では、男子学生および女子学生ともに陰性
因子である「抑うつ」、「緊張」、「混乱」の各得点
が高い値を示した。男子学生においては、「緊張」、
「抑うつ」、「怒り」の各得点は、陽性因子の「活気」
得点より高い値を示し、女子学生においては、「緊
張」、「抑うつ」、「混乱」の各得点が「活気」得点
より高い値を示した。女子学生の T得点の全体の
パターンは POMS粗得点の全体のパターンとほぼ
同様な傾向を示したが、男子学生では、陽性因子
の「活気」得点が5つの陰性尺度の各得点より低い
傾向を示した。実習前の POMSの粗得点の全体の
パターンは、陽性因子の「活気」得点より陰性因
子の一部が高いという特徴があり、特に元気さ、
躍動感、活力をあらわす「活気」の粗得点を T得
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点で評価すると50点以下の低値を示している。こ
の結果から、学生のキャンプ実習開始直前の気分
や感情は、若干活気が失われている状態であった
と推測できる。特に、5つの陰性気分の中では、男
子学生および女子学生ともに「緊張」と「抑うつ」
の得点が他の尺度得点より高い傾向を示しており、
これから行われる活動に対して学生が一番強く感
じている気分として捉えることができると思われ
る。実習開始直前の学生の気分や感情は緊張感、
不安感および憂うつ感で占めているため、このよ
うな陰性感情を少しでも早く取り除くことのでき
るプログラムを検討し、学生がよりスムーズに実
習を開始できる体制を確立する必要がある。 
実習前後の POMSの粗得点の比較では、男子学
生および女子学生ともにキャンプ実習後（実習後）
の「活気」得点は実習前より高値（男子学生：＋
4.9点、女子学生：＋6.8点）を示し有意差が認め
られた。一方、5つの陰性尺度（緊張、抑うつ、怒
り、疲労、混乱）の各得点は、実習後で有意に低
下した（男子学生：－4.0～－9.4点、女子学生：
－3.0～－7.1点）。T 得点においても粗得点と同様
な傾向を示した（活気得点、男子学生：＋7.6点、
女子学生：＋10.6点、陰性尺度得点：男子学生：
－5.5～－10.3点、女子学生：－2.6～－10.6点）。
児童（11～12歳）を対象にキャンプ体験がメンタ
ルヘルスに及ぼす影響について検討した調査では、
ストレス反応の「怒り感情」や「疲労」の低下8）
および「不安症状」の低下［9］を報告している。こ
れらの報告と本研究の対象者の年齢層が異なって
はいるものの本研究結果の一部と同様な傾向を示
している。実習後の POMS粗得点の全体のパター
ンをみると、実習前ではみられなかった陰性尺度
得点が低く、「活気」得点のみが高い氷山型（凸型）
を示した。この結果は、実習後の学生は精神的に
大変良好な状態にあったことを示しており、キャ
ンプ体験がもたらした効果であると思われた。こ
のように、キャンプ実習は学生の陰性気分を軽減
させる効果のみならず陽性気分も向上させる効果
があると考えられる。 
 
図1 キャンプ実習前後の POMS 得点 
*P＜0.05、** P＜0.01、*** P＜0.001（実習前との比較）． 
 
表1 キャンプ実習前後の POMS 標準化得点（T 得点） 
 男子学生 女子学生 
 実習前 実習後 実習前 実習後 
緊張 48.9±1.3 42.8±1.5** 44.3±1.2 40.3±1.1***
抑うつ 53.9±1.5 47.0±1.2*** 48.0±1.3 45.3±0.9***
怒り 52.4±1.6 42.1±0.9*** 43.9±1.2 41.3±0.6* 
活気 48.3±1.2 55.9±1.3** 45.5±1.5 56.1±1.0***
疲労 49.5±1.4 44.0±1.1*** 45.4±1.7 42.8±0.8* 
混乱 53.8±1.5 46.1±1.6*** 48.8±1.6 43.8±1.1***
*P＜0.05、**P＜0.01、***P＜0.001（実習前との比較）． 
実習前：キャンプ実習前、実習後：キャンプ実習後． 
3-2 TMD 得点について 
総合的な気分状態の指標である TMD得点は、5
つの陰性因子の合計点から活気得点を引き、100
を加えた数値で示される。すなわち、実習後の
TMD 得点の減少は、陰性感情の低下を示す。図2
に実習前後の TMD得点の成績を示す。TMD得点
は、男子学生および女子学生ともに実習前より実
習後に減少（男子学生：－44.2点、女子学生：－
42.21点）し有意差が認められた。この有意な変動
は実習体験による結果であり、本学のキャンプ実
習体験は学生の気分・感情を陽性方向へ導く効果
があったと考えられる。さらに、実習前後の POMS
粗得点の比較において大変興味深い点は、男子学
生および女子学生ともに POMSの「疲労」得点が、
実習前と比較して有意に減少していることである。
キャンプ体験に伴う疲労の変化に関しては、キャ
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ンプ体験後に疲労の改善がみられた報告［8］［17］や
不変［18］といった報告があり一致した結果が得ら
れていない。本研究結果を含め、前述したこれら
の成績［8］［17］［18］の相違は実習中のプログラム内容
や学生の活動量の違いが関与しているものと思わ
れる。本研究結果の POMS粗得点の全体のパター
ンからみると「活気」の高さは「疲労」をも忘れ
させるのかも知れない。しかしながら、今回、実
習中の学生の活動量を測定していないため、どの
程度の活動量が疲労得点の変動に影響を及ぼすの
か本研究では明らかにできなかった。よって、実
習中の活動量と疲労との詳細な関係についての検
討は今後の課題である。 
 
図2 キャンプ実習前後の TMD 得点 
***P＜0.001（実習前との比較）．実習前：キャンプ実習前、
実習後：キャンプ実習後． 
 
3-3 キャンプ効果得点について 
図 3 に男子学生の実習後のキャンプ効果得点
の成績を示し、図 4 に女子学生の実習後のキャン
プ効果得点の成績を示した。各項目の得点を平均
値でみて、男子学生および女子学生ともにマイナ
ス得点を示す項目はなかった。このことは、チェ
ックリスト全項目に何らかの主観的改善効果があ
ったことを示す結果でもある。特に、男子学生お
よび女子学生ともに「楽しかったですか（楽しさ）」、
「気分が良くなりましたか（気分）」、「充実・満足
しましたか（充実・満足）」、「達成感が得られまし
たか（達成感）」、「精神的な疲れがとれましたか（精
神的疲労の回復）」、「今日はぐっすり眠れそうです
か（睡眠の深さ）」、「食事がおいしく食べられそう
ですか（食事）」の7項目に高い得点を示し、改善
効果がみられた。一方、「からだの疲れがとれまし
たか（からだの疲労回復）」、「からだの調子が良く
なりましたか（からだの調子の回復）」、「肩や首の
こりがとれましたか（肩や首のこりの解消）」の3
つの身体的な項目は若干低い値を示した。身体活
動の心理および気分に対する効果としては、緊張
や不安の軽減［19］～［21］、神経症傾向の改善［22］、悩み
やストレスの解消［23］などの報告がある。本研究結
果はこれら先行研究の成績の一部を支持するもの
であった。 
以上のように、キャンプ実習体験は学生の陰性
気分を低下させ陽性気分を高揚させる効果がある
ことが明らかとなった。さらに、キャンプ効果得
点からみた場合、「楽しさ」、「気分」、「充実・満足」、
「達成感」および「精神的疲労」といった情緒的お
よび精神的側面に影響を及ぼすものと思われた。 
 
図3 キャンプ実習後のキャンプ効果得点（男子） 
 
図4 キャンプ実習後のキャンプ効果得点（女子） 
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４．まとめ 
本研究では、浦和大学総合福祉学部・福祉教育
キャンプ実習の参加者82名（男子学生51名、女子
学生31名）を対象に、キャンプ実習体験が学生の
気分・感情にどのような影響を及ぼすのか POMS
調査を用いて検討した。さらに、キャンプの効果
についてはキャンプ効果チェックリストを用いて
検討した。 
1. 実習前の POMS得点は、男子学生および女子学
生ともに陰性因子である「抑うつ」、「緊張」、「混
乱」の各得点が高く、陽性因子の「活気」得点
より高い値を示した。 
2. 実習前後の比較では、実習後の「活気」得点は
実習前より高い値を示し有意差が認められた。
一方、陰性気分の5つの得点は、実習後有意に
低下した。 
3. 実習後の POMS 得点の全体のパターンは「活
気」得点のみが高い氷山型（凸型）を示した。 
4. TMD得点は、男子学生および女子学生ともに実
習前より実習後に低下し有意差が認められた。 
5. 実習後のキャンプ効果得点は、男子学生および
女子学生ともに情緒的および精神的項目に高
値を示した。 
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Abstract 
The purpose of the present study was to evaluate the effects of welfare education camp on the Profile of Mood 
States (POMS) in undergraduate students (51 males, 31 females, 18.8 ± 0.2 years of age). In the pre-camp practice, 
the depression-dejection score of the male and female students were the highest value. The vigor score in the 
post-camp practice was higher than that in the pre-camp practice. The other negative mood scores in the pre-camp 
practice were significantly low in the post-camp practice. The total mood disturbance score in the post-camp 
practice was significantly lower than that in the pre-camp practice. The camp scores of the post-camp practice 
indicated a high value in enjoyable, comfortable, satisfaction, sense of achievement, mental fatigue, sleeping and 
diet meal. These results suggest that welfare education camp effectively decreased negative mood score and 
increased positive mood score in the undergraduate students. 
Key Words: welfare education camp, Profile of Mood States (POMS), Total Mood Disturbance (TMD) 
 
 
